
情報システム学会誌 Vol. 6, No. 2 

 
携帯端末と関連サービスの将来像 

 

松本 徹三 

 
 この記事は，第 5 回情報システム学会全国大会・研究発表大会（2009.12.6）に 

おける講演の口述内容をまとめたものです。 

 
 私がソフトバンクに入りましたのは 3 年ほ

ど前ですが、まずソフトバンクについて簡単に

紹介させていただいてから、本論に入らせてい

ただきたいと思います。 
 ただ今、臼井先生の大変高度な脳科学のお話

の後で、私の話はむしろビジネス関係の生々し

い話で、ここに今日ご出席の方々にとっては、

レベルが低いと思われるかもしれません。しか

し、こういう話もたまに聞いていただきますと、

何かのご参考になるかと思いまして、あえてこ

の役割を引き受けさせていただきました。 
（以下スライド併用） 
 ソフトバンクですが、これは完全な持ち株会

社で、その傘下に 108 社ほどあります。その

中のもちろん最大のものがソフトバンクモバ

イルという携帯電話をやっている会社です。ソ

フトバンクは、すべての子会社をあわせて、総

従業員で 2 万 1000 人程度です。この会社は今

から 26 年ぐらい前に、当時まだ 23 歳だった

と思いますが、今の会長の孫正義さんが 1 人で

始められました。 
 面白い話があります。人を雇うのに四苦八苦

しまして、やっと 2 人来てもらった。ところが、

孫さんが初日に、あの方は背が低い方ですから、

ミカン箱の上に上がって 1 時間ほど演説をし

て、「この会社は今は小さい会社ですが、やが

て日本で一番大きな会社になる」と熱弁をふ

るったところ、4～5 日後に 2 人とも辞めてし

まった。「この社長はちょっと頭が変だ、これ

はやばい」と思って辞めたのだろうという話を、

私は孫さんご自身からききました。ですから、

今も、人は大変大切にしており、いろいろなと

ころから人材を求めております。私もその中の

1 人なのかもしれません。 
 この会社は、最初、そのころはまだ何が何だ

か分からないものだったソフトウエアの流通

をどうするかということから始めた会社です

が、その後、インターネットの成長とともに成

長しました。ところが、6～7 年前から孫さん

自身が、インターネットサービスも一つの道具

にすぎない、最終的に目標とするものは、総合

的な情報通信サービスであって、これによって

人々のライフスタイルから変えていくような

仕事をしたいのだと。そうすると、インター

ネットサービスだけではなくて、どうしても通

信のインフラストラクチャーを自ら持つこと

が必要であるという判断に立ちまして、自ら

ADSL を一から始めました。猛烈な価格改革を

やりまして、それまで日本では世界で一番安い

通信サービスなどというものはなかったので

すが、ADSL については、瞬く間に、世界で最

も早いサービスが最も安く利用していただけ

るようになったのです。そのときには、NTT
さんが、回線を、フェアな条件で使わせていた

だいたからこそできたことではありますが、一

つの革命を起こしたということです。 
 3 年半前に、やはりこれからは無線の世の中、
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携帯の世の中だということで、当時、もともと

J-PHONE といっていた会社が、英国の会社に

買われて Vodafone という会社になっていたも

のを、2 兆円近い現金で買ったわけです。現金

がポケットにあるわけがないですから、全部、

借金をしたのです。これまた、非常に異例のこ

とでした。普通はそういうときは自らの会社を

増資してやるのですが、孫さんは、「必ずこの

ビジネスは成功する、従って借金はすぐ返せる、

株を増やさないで大きなビジネスを手に入れ

れば、それによって株主価値が飛躍的に上が

る」という信念を持ちまして、あえてその大き

なリスクに挑みました。3 年半立ちまして、お

かげさまで、皆さまのお耳にも入っていると思

いますが、もう二十数ヶ月、殆んど毎月、加入

者のトップです。従いまして、Vodafone から

買収したときにはマーケットシェアが 16.5％
で、毎月お客が減っていたのですが、最近は毎

月お客が増えまして、今は 20％に近いシェア

まで肉薄してきています。 
 ただ、そのときに、ソフトバンクのこの決定

は多くの人達に批判されました。特に欧米のア

ナリストなどが批判したのは、「なぜ今更、通

信会社を買うのか？通信会社なら大体、企業価

値は分かるが、今回の買収ではソフトバンクは、

金を払いすぎている」ということでした。実際

にソフトバンクの株を売り浴びせてきた人た

ちもいるのです。それに対して、われわれが答

えてきたのは、こういうことです。「われわれ

は何も携帯電話会社になりたくてやっている

のではありません。将来のインターネットは、

必ず携帯インターネットになる。携帯環境にい

るユーザーを包含することによって、インター

ネットのビジネスは 2 倍にも 3 倍にもなる。

一方、携帯通信は電話で始まっていますが、電

話などは、先々は『ああ、そういえば電話もで

きるよね』という程度のものになるのであって、

携帯通信の主流はインターネットになる。従っ

て、インターネットとともに成長したわが社は、

必然的に携帯インターネットのリーダーにな

らなければいけない。」 
 その背景にあるものは、IT のビジネスは、

ユーザーの時間の取り合いであるということ

です。最終的にはユーザーさんからお金を払っ

てもらいたいのですが、その為には先ず時間を

使ってもらう必要があります。欧米などのビジ

ネスは非常に短視的で、すぐ来期幾らもうかる

かを考えるのですが、日本人は割と長期的にも

のを考えます。まずはユーザーに時間を使って

ほしい、ユーザーが時間を使ってくれるという

ことは、それが何らかの価値があるからだと。

面白いか、役に立つか、生産性を上げるか、何

かの価値があるから使ってもらうのであって、

使ってもらえるものであるなら、お金も払って

もらえるはずだと。あるいは最小限、それに直

接お金を払ってもらえなくても、画面を見てい

てくれれば、それで広告は見てもらえます。 
 現実に今のインターネットのビジネスモデ

ルは広告で成り立っていますが、これがイン

ターネットビジネスの弱いところでもありま

す。広告でしか収入が取れないわけですから、

ある程度以上はいけない。ご承知のように、

Google は今非常に成功しておりますが、それ

は、「彼等が、人間というものは何かを検索す

る動物である」と着眼したからに他ありません。

人間はものを調べます。興味があるからこそ、

そのことを調べるのですから、その興味の対象

に関連した広告をそこに埋めておけば、広告の

当たり率ははるかに大きくなります。これに比

べれば、野立て広告やテレビの広告は闇夜に鉄

砲を撃っているようなものです。つまり

Google の検索にひもづけた広告は、それまで

の通常の広告よりはるかに大きな価値がある

ということで，これ一つだけのために、Google
は一気に世界で No.1 の会社になったのです。 
 ただ、広告だけでは収入に限りがある。それ

に対して、携帯の場合は、電話から始まりまし

たから、毎月請求書が来て電話代を払うのは当

たり前になっています。そうすると、その電話

代に加算して、ちょっとしたものを買ったり、

デジタル情報でも、相応の価値があって、お金

を払う気になっていただけるものは、一緒に、

請求できます。ユーザーにすれば、今月 5000
円払っているものが 5600 円になるだけです。

中国では今猛烈な勢いで携帯が伸びています

が、彼らは一月大体 1000 円です。中南米でも
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1000 円です。インドなどでは 700 円ぐらいで

しょう。それから見ると、日本は、皆さん恐ら

く 6000～7000 円ぐらい払ってきていただい

ているので、彼らから比べれば夢のような世界

です。 
 しかし、その 1000 円しか払わない人でも、

携帯でゲームをやっていて何かのアイテムが

欲しくなれば、ドラゴンをやっつけるためには、

どうしてもこの黄金の剣が要るとすれば、それ

に対して 5 円ぐらいは払ってくれるのです。

もっともこれを足して、1000 円が 1100 円位

になるかといえば、実際にはそうはうまくいき

ませんで、そういういうときはどうなるのかと

聞いてみると、電話の数を減らすらしいです。

どうしても欲しいものがあっても、1000 円以

上は払えない。だから、1000 円は 1000 円で、

ただしその内容が変わってくる。電話を減らし

てでも、何か面白いことをやるということのよ

うです。 
 話が外れてしまいましたが、このように、イ

ンターネットは、携帯環境をサポートすること

によって、まず利用が増えるのと、それに対し

てお金を払ってもらえるという、新しいビジネ

スモデルがクリエートできるということにな

ります。 
 さてそれでは、「時間を使ってもらう」為に

はどうすればよいのでしょうか？ここにおら

れる皆さんもそうでしょうが、普通お勤めして

おられる方は、会社にいるか、或いはその他の

どこかにいる。その他どこかにいるというのを、

われわれは仮に「モバイル環境にいる」と考え

ることにしています。家にいる時間というのは、

寝ている時間を引きますと、実はあまり長くな

いのです。それなのにテレビがあり、オーディ

オがあり、パソコンがあり、いろいろな家電製

品にかこまれています。勿論会社にいればあり

とあらゆるオフィスのシステムがあります。と

ころが、それ以外の時間、通勤で電車に乗って

いたり、待ち合わせをしていたり、歩いていた

り、何かちょっと早く行ったので時間をつぶそ

うとしていたり、あるいは単純にリラックスし

ていたり、といったこういう時間を足し合わせ

ますと、家にいて自分で使える時間より相当大

きいことが分かっております。 
 しかも、そういう環境におきましては、携帯

電話のようなものか、あるいはせいぜいノート

ブックパソコンのようなものしか持っていま

せん。ですから、これで何ができるかが勝負ど

ころなのです。今は、機器がない、サービスが

ないために、相当の時間が無駄に使われていま

す。多くの人がこういう環境下では割とぼんや

りしているのです。私などは携帯のビジネスを

やってきましたので、出来るだけ車には乗らず

にできるだけ電車に乗っています。電車に乗っ

たりホームで待っている人が、何をやっている

のかということが、非常に興味深いからです。

日本では寝ている人が結構多かったですね。し

かし、最近見ていると、皆さまもお分かりに

なっておられるように、ほとんどの人が携帯を

見ている。電話はできませんが、メールをした

り、何かをチェックしたりしているわけです。 
 そのように、まだまだ人間の可処分時間の処

女地というものが、この携帯環境にあるわけで

す。それをサポートするのが、携帯のネット

ワークであり、携帯端末です。今後は、バック

にはクラウドがあり、およそありとあらゆるこ

とが、オフィスでやっているように、あるいは

家でやっているように、移動環境でもできるよ

うになるという世界になります。われわれが

Vodafone を買ったのは、実はそこまで考えて

の買収だったのです。 
 ところが、世の中の人、アナリストなどは、

とてもそこまでは分かってくれませんでした。

そこで、われわれは、「あなた方はわれわれを

批判するけれども、これから 10 年先がどうい

う世界になるかというイメージを持っておら

れますか？10 年後も同じように人はただ携帯

電話で電話をしていると思っていますか、電車

の中では寝ていると思っているのですか？違

うでしょう？われわれはそれを読んでいるか

らこそ、この大胆な取引をあえてやったので

す。」という説明をしてきたわけですが、最近

はこういうことについても、ほぼ理解を得られ

るようになってきております。 
 この携帯電話というものを、全世界で 40 億

人が使っているのです。利用者はなお毎日増え
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ていっていますから早晩、50 億人が使ってい

る膨大なマーケットになるでしょう。それを

サービスしている携帯通信事業者が集まる会

合がありまして、GSM アソシエーションとい

うのですが、私もその中のボードメンバーを

やっています。ボードメンバーだけでなく、戦

略コミッティーがあって、将来像を一緒になっ

て研究して開発していこうという、その中核メ

ンバーにもしていただいております。 
 ユーザーの数からいうと、ソフトバンクなど

は 2000 万で、もうごみみたいなものです。ド

コモさんは大きくて 5000 万といっても、世界

のレベルからいったら、それほど大きい数字で

はありません。最大の通信事業者は、中国の

チャイナモバイルですが、これがもう 5 億人に

達しております。2 番目が日本にもあった

Vodafone で、これが 3 億 7500 万という数字

です。そういうレベルですから、われわれなど

は相手にされなくてもおかしくはないのです

が、この世界では、実は、日本のソフトバンク

の一挙手一投足が、あらゆる通信事業者の注目

を集めています。 
 それはなぜかというと、今、彼らも、もう携

帯電話の時代ではない、これからは携帯イン

ターネットの時代であると。そのときに、イン

ターネットの業界で育ってきて、わざわざ携帯

通信の世界に入ってきたのは、世界中でわれわ

れだけなのです。ですから、われわれがイン

ターネットのビジネスを熟知しているにもか

かわらず、この携帯通信事業にあえて参入して

きたことに対して、彼らは非常に大きな興味を

持っておりまして、どこへ行っても引っ張りだ

こというか、いろいろ意見を聞かれます。 
 もちろんそれ以前に、ドコモさんが i モード

を開発されたときには、世界中で、非常に注目

を集めました。残念ながら、その後 i モードは

世界には浸透することができませんでした。い

ろいろな国が i モードの導入を考えて、ドコモ

さんも努力はされたのですが、今のところ、日

本以外ではどこも成功していません。そのうち

時間がたってしまいましたから、もう i モード

は過去のものになってしまいました。そう言う

と、夏野さん等に怒られるかもしれませんが、

そういう時代になってしまったということで

す。 
 もう一つ、われわれが欧米のキャリアから非

常に注目を受けていますのは、日本独自のビジ

ネスモデルです。欧州をはじめとする多くの国

では、これまで、通信事業者は SIM カードと

いう小さいカードを売ってきただけで、端末機

は全部メーカーが自分たちのディストリ

ビューションを全部やってきました。だんだん

変わってきていますが、大筋はメーカーさんが

自分でディストリビューションをやっている。

それに対して、日本では、ご承知のようにドコ

モショップ、au ショップ、ソフトバンクショッ

プというところでやっておりますし、宣伝広告

も、犬にお父さんになってもらってまで、われ

われが努力してやっているわけです。 
 ここで見て分かりますように、ユーザーは、

実は端末を買うことからすべてが始まるので

す。皆さんの中でも、今、端末は何を買おうか

なと思って、たまたまソフトバンクの一つの端

末が気に入って買っていただければ、翌日から

電話代もメール代も全部われわれの収入にな

る。間違ってドコモさんのものを買われると、

その収入がみんなドコモさんに行く。そのぐら

い端末は重要なわけです。事業者から見ると、

端末を、あるいはその上に載るサービスを、ど

れだけ魅力的にしてユーザーに選んでいただ

くかというところが勝負どころです。従って、

商品の企画というものをわれわれは必死に

なってやります。 
 その商品、端末の企画を作ることは非常に重

要で、端末のポータルのデザインの在り方に

よって、そこの上に載っているいろいろなサー

ビスを誘導できるわけです。逆に言いますと、

こういうサービスは求められるぞと思ったら、

そういうものをサポートできる端末を作らな

ければいけない。従って、日本では、われわれ

のようなネットワークオペレーターが中心に

なり、シャープさんやパナソニックさんなどの

端末ベンダーさん、それからいろいろなコンテ

ンツプロバイダーさん、販売店などの協力をい

ただきながら、一つのエコシステムを作ってい

ます。ユーザーから見ましても、毎月一つの請
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求書が来て、それに対して端末の月賦代金も通

信料も、その上に載っている、いろいろなコン

テンツやサービスの値段も払える、予算管理が

自分でできる。将来は、いちいちクレジット

カードを持ち歩かなくても、ものが買えるよう

になるだろうというメリットがあるわけで、こ

の日本のエコシステムは、世界では非常に優れ

たものだと考えられています。 
 ところが、不思議なことに、日本の端末機は

世界で全く売れない。その為に、「それは、こ

のエコシステムが悪かったのではないか、通信

事業者があまりに力を持っているために、メー

カーの力がなくなってしまったのではないか」

と言う人がおり、「これをやめたらどうか、変

えたらどうか」という意見すらあるのです。し

かし、それは全く筋違いの議論だとわれわれは

思っています。そのことについては、これから

説明します。 
 iPhone は青山学院大学でも使っていただい

ているのですが、私も使っています。私などは、

仕事柄、競争相手の商品も含めて、いろいろな

商品を使わなければいけないのですが、残念な

がら、iPhone を使いだしたらやめられないの

です。これは私の役割としてはあまり良くない

のですが、これを変えたら毎日が不便でしよう

がないということで、やむなく私は使っていま

す。そのぐらい、後で申しますように、設計思

想からすべてが進んでいます。日本人にとって

は一寸残念なことですが、事実なのですから仕

方がありません。 
 日本の携帯電話は進化したのですが、これが

特殊な方向に進化してしまった。だから、ガラ

パゴス島の進化と一緒だということで、ガラパ

ゴスという言葉がはやりだしたのですが、私の

考えでは少し違います。私の見るところでは、

日本の携帯電話の開発のやり方に、一言で言う

と、田舎の温泉旅館と一緒の様になってしまっ

たのです。通信事業者間の競争が激しいから、

次はこのサービス、次はこれを入れよう、

ちょっと目線を変えてこれだといって、要求を

どんどんベンダーに出す。ベンダーは、日本の

場合は通信事業会社がオーダーをして全部

買ってくれますから、通信事業者の言うとおり

にしなければならない。そうすると、「はい、

はい」と言ってその要求に答えていった。つま

り、次々に建て増し、建て増しをしていくよう

な形になってしまったのだと思います。だから、

しょっちゅうソフトを作り替えなければなら

ないことになってしまったのです。 
 大体、日本の端末機は、新しいモデルが出る

ごとに、開発費の 7～8 割はソフトですが、ソ

フトの開発には 30 億～100 億円かかるといわ

れているのです。30 億円かけて作った新しい

モデルを 30 万台しか売れなければ、1 台当た

り 1 万円かかっているということです。これは

外国メーカーから見ると、一桁違う数字なので

す。1 台当たり 1 万円も開発負荷をかけていた

ら、世界の競争に勝てるわけがない。 
 現実に日本の携帯電話機が世界でなぜ売れ

なかったのかといいますと、それは単純に値段

が高かったからです。もの自体は、「ああ、こ

れはいいね。さすがは日本製」と評価されたの

です。しかし、値段を聞いた途端に、「ああ、

ご苦労さまでした。観光でもして帰ってくださ

い」と言われる。これが現実の姿です。問題は、

日本の通信事業者というものが、伝統的に独占

企業から出発してきた通信会社だった為に、あ

まりコスト意識がなかった。日本のユーザーも、

全般的に言うと、割と値段に対してはきつくな

いのです。性能に対しては非常にきついことを

言うのですが、値段に対してはどちらかという

とおおらかです。海外に出たら、朝から晩まで、

「性能とコストはワンセットです。性能がいい

というだけでは意味がない。コストが安くて性

能がいいから意味がある。」ということです。 
 これが実績ですが、全世界で、先ほど 50 億

台程度動いていると申し上げましたが、これは、

その中の新規出荷台数です。1 年間に 7～8 億

台が新規に出荷されているのですが、直近の四

半期のシェアで見ますと、39％がフィンラン

ドの Nokia、19％が韓国の Samsung、次が韓

国の LG、その次が Motorola、Sony Ericsson、
その次が中国の ZTE です。残念ながら日本の

メーカーは 6 位にも入ってきていない。7 位か

8 位ごろから、シャープさんとか、少しずつ

入ってきますが、その程度です。 
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 最近の傾向で見ますと、Nokia の力がちょっ

と陰ってきています。アメリカの Motorola は、

一時期は世界に君臨したのですが、凋落しまし

た。Sony Ericsson も、通信大手のスウェーデ

ンの Ericsson と、コンシューマー機に強い

Sony の合弁というのは、非常にいい形だった

のですが、残念ながらあまり好調とは言えませ

ん。コンスタントに伸びているのは、Samsung
と LG です。 
 日本のメーカーさんは、「日本は進み過ぎて

いて、欧州が遅れているから売れないのだ」と

言うけれども、では、なぜ Samsung、LG は

このように急速に伸びているのでしょうか？

理由は簡単で、ガッツだけの問題です。

Samsung、LG は、速さ、スピードと決断力、

それに、それを支えている、ハングリー精神が

日本と違います。それでベースが出来ると、今

度は数のメリットが出てきます。数があるから

コストが下がる。だから売りやすくなって、ま

た数が増えるという好循環が出てくるのです。 
 ところが、ここへ来ての新しい動きは、

Smart Phone です。Smart Phone というのは、

ちょっと訳の分からない言葉ですが、この言葉

を使いだしたのは Nokia と Symbian です。

Symbian の人が一度日本に来て、われわれは

Smart Phone の 80％弱のシェアを持っている

と、そのとき言っていたのです。では、Smart 
Phone の定義は何ですかと聞いたら、値段が

250 ドル以上でこういうフィーチャーが入っ

ているものと言うのです。それだったら日本の

携帯電話は、全部その範疇に入りますから、そ

れを全部入れると、あなたのシェアは 20％ぐ

らいになりますという話をしたら、ちょっと

困ったような顔をしていました。 
 しかし、私は現時点では、Smart Phone の

定義は、「オープン OS を使っているもの」と

いうことにすればよいと思います。なぜならば、

オープン OS を使う限りは、今のパソコンのよ

うに、サービスやフィーチャーが、どんどん拡

大できるからです。今までの携帯電話は、日本

の場合だと、1 回ずつ作り直していますから、

最初出たときは目新しいのですが、5～6 カ月

ほどたって、新しいものが出てくると、ちょっ

と古くなる。そうすると、人気が落ちる。従っ

て、携帯端末のことをよく知っているがお金の

ない若い人は、発売開始時に数万円の値段が付

いていても買わない。6 カ月待つと 0 円になる

のを知っていますから。ところが新しい Smart 
Phone になりますとどんどん新しいアプリを

入れられますから、早い時期に買っても後悔す

ることはありません。ソフトなどの変更も全部

オーバー・ザ・エアで、寝ている間にアップグ

レードしてくれます。 
 そういうことから、オープン OS を使ってい

るからこそ Smart Phone という名にふさわし

いのだという考えが定着してきております。 
 今のシェアでは、やはりここでも先行した

Symbian が、トップで、45％のシェアを持っ

ています。次がブラックベリーです。欧州へ行

くと面白いですよ、飛行機のアナウンスで「皆

さん、お手持ちの携帯電話とブラックベリーの

電源をお切りください」と言うのですから、普

通名詞並になっているということです。

iPhone はここへ来て急成長し、13％になりま

したが、まだブラックベリーを追う立場です。 
 どちらかというと、ブラックベリーはビジネ

ス用、iPhone はコンシューマー用ということ

になっていましたが、iPhone は使いやすいも

のですから、ビジネスマンもここへ来て急速に

iPhone ファンが増えてきています。従ってビ

ジネス用とコンシューマー用の両方いける

iPhone がトップを取るのは時間の問題ではな

いだろうかと思います。申し訳ないけれども、

Symbian はどちらかというと古い OS ですし、

これからはどうなりますことやら。Windows
もまあまあやっていますが、これも将来は読め

ません。 
 統計を見ると、日本のメーカーでは富士通さ

んがいいところにいるのですが、これは、富士

通さんだけが Symbian をやっていたからです。

但しこれは富士通バージョンの Symbian で業

界では Fymbian と言っています。Symbian の

人が統計に入れてくれているので、統計上はい

いところに出てきますが、残念ながら数はそん

なに大したことがないという状況です。 
 しかし、これからの目玉は何といってもグー
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グルのアンドロイドです。ソフトバンクは

iPhone をやっていますが、アンドロイド端末

も出します。シャープや東芝、NEC など、こ

れから日本のメーカーさんも続々アンドロイ

ドを出してこられると思います。 
 では、日本の携帯メーカーは、ここまで差を

つけられてしまって、もう駄目なのかというと、

私はそうは思いません。言い訳をやめて、真摯

に実態を見ることから、すべてが始まると思い

ます。言い訳だけ言っていたら、何も起こらな

い。世の中で大体言い訳をしている人で、成功

した試しはないのです。会社も一緒です。いつ

までも言い訳をしていたら、もうその会社は駄

目と思ってまず間違いないでしょう。自分のど

こが足りなかったかということを真摯に見て、

「あれはやられたけど、今度はこうするぞ」と

言っている会社は、必ずのし上がってきます。 
 私は日本のメーカーはそういう力を持って

いると思いますし、これから、最大のハンディ

キャップであったソフトウエアが、オープン

OS を使うことになれば、よそと一緒になりま

す。今は iPhone は 2 年ぐらいの先行メリット

を取っているように思えますが、やがて日本の

メーカーも似たようなものを当然出してくる

と思います。そうすると、日本メーカーならで

はの精緻なハードの作り込みが生きてくる筈

です。考えてみると、携帯端末程日本のメー

カーに向いたものはないのです。小さいところ

に、あらゆる技術を詰めこむ。特に日本のカメ

ラの機能は非常に優れています。そういうもの

を丁寧に作り込んで、それと他の機能との折り

合いを持たせるというようなことをやってい

けば、必ず盛り返せると思います。 
 しかし、どうしても必要なのが、トップの不

退転の決意です。これははっきりしています。

実際に全責任を負っている事業部長などは、

トップが最後までサポートしてくれるかどう

かに不安があるから、あまり冒険はできない、

安全・安心なことをしていけば会社の中でそこ

そこいけるけれども、下手をして海外に打って

出て冒険をすると、一巻の終わりです。日本は

敗者復活のあまりない企業風土ですので、やは

り経営のトップが不退転の覚悟でやらなけれ

ばならないと思います。 
 そして、私は、それはあると思っています。

携帯環境で人々が使うものは何でしょうか。ま

ずオーディオ機器。今、ウォークマンとかは持

たないですね。iPod がブームを起こしました

し、日本では携帯電話機で聞く人が多いです。

デジタルカメラを毎日持っている人はいませ

ん。携帯はみんな持っていますから、シャッ

ターチャンスを逃しません。デジタルカメラも

7 割ぐらいは携帯電話機の内蔵カメラにとっ

てかわられるのではないでしょうか？それか

ら、ゲーム機も次第に携帯電話機と一体化して

くるのではないでしょうか？ 
携帯端末というのは何でしょうか？中身は結

局のところ CPU とメモリとディスプレーと

オーディオとカメラと通信機能と電池、それだ

けではないですか。結局、その中にゲーム機を

入れようと、オーディオ機器を入れようと、デ

ジカメの機能を入れようと、何を入れようと、

それは同じ CPU を使い回わし、同じメモリを

シェアすればいいわけですから、コストは上が

らないのです。ということは、およそ人間が

持って歩くものは一つに集約されて然るべき

です。人間は二つも三つもいろいろなものを

持って歩きたくはないですからね。今の携帯は

パソコンと同じような能力を持っていますか

らそれで色々なことをやることにすればよい

のです。そうは言っても、「電話やメールはい

つでもどこでもやりたい」というのはどんな

ユーザーにとっても一番基本的な要求ですか

ら、結局、携帯電話機の将来型が「将来の人間

が常時携帯する唯一の機器」になるのではない

でしょうか？ですから、もし、日本メーカーが

これをギブアップしたら、その分野の全てで負

けるということになってしまいかねません。 
 例えばカメラでも、Samsung は最近急速に

力を付けてきている。うかうかしていると、

Samsung の携帯電話に乗ってきているカメラ

が、日本のデジタルカメラを食ってしまうとい

うことにもなりかねない。だから、日本のメー

カーさんが携帯電話を「ただの電話でしょう」

と言っていたら、気が付いてみると、大きな分

野から撤退しなければならない羽目になりか
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ねないということが一つです。  iPhone の上で動くアプリケーションは、毎

日のように増えています。現在、8 万種類あり

ます。これが 20 万、30 万になるのも時間の問

題です。合計のダウンロードは、もう 20 億ダ

ウンロードぐらいになっています。ということ

はキャリアも、それだけの通信料も稼がせてい

ただいているということになります。 

 もう一つは広告戦略です。今どこへ行っても

Samsung と LG の看板はあらゆるところにあ

ります。この間、クレムリンへ行って写真を撮

ろうと思ったら、どうしても LG の看板が入っ

てしまう。陸橋を渡って行こうとすると、今度

はSamsung旗が両側にずらりと並んでいます。

そのぐらい世界の至るところで Samsung と

LG の広告が目立ちます。パナソニックや

シャープの広告など、ほとんど見ません。実際

には大型のディスプレイテレビでは、アクオス

やビエラは、Samsung や LG と競争していま

す。ところが Samsung や LG は宣伝広告費の

大きな部分を携帯で賄っていますから、圧倒的

にブランド力が強くなっているのです。だから、

今こそ日本のメーカーさんは、本気になって携

帯のことを考えるべきです。トップがそのよう

に考えていただければ、必ず日本は盛り返せる

と思います。 

 日本でも、「会社四季報」なども全部入れら

れますし、そのうちに電子雑誌も入りますし、

日本独自のコンテンツもいろいろできていま

す。いいことは、日本のコンテンツもそのまま

世界中に売れるということです。有料コンテン

ツについては、アップルが 30％取っていて、

われわれには一銭も来ません。このことはそん

なに嬉しいわけではないのですが、仕方ありま

せんね。コンテンツプロバイダーも、i モード

だったら 9％しか取られないで、91％は自分の

ところに来るのですから iPhoneより条件はい

いのです。しかし、日本にしか売れません。

iPhone は世界中に売ってくれますか、30％取

られても世界中に売ってくれる方がいいとい

うことになります。そういうわけで、日本のコ

ンテンツプロバイダーも、今一生懸命いろいろ

なアプリを作ってくれてます。 

 さて、iPhone です。iPhone を言うと「うー

ん、でも、あれはなかなか使いこなせないで

しょう」と言われるのですが、使いこなす方は

パソコン以上に使いこなされるが、使いこなせ

ない方も、そこそこに楽しまれるのです。私な

どは自分が年寄りですから、友達は大体年寄り

ですから、友達に iPhone を売るのは楽です。

カメラとビデオだけでも興味をもってもらえ

るからです。これまでの iPhone のカメラは、

大したカメラではありません。日本の携帯のカ

メラの方がよほどいい。ところが、画面が大き

くて綺麗なのと、使い勝手が楽な為に、とても

評価が高いのです。日本の携帯ですと、すぐに、

「フォルダがいっぱいになりました、フォルダ

を移しますか？」と画面できいてくる。でも、

大概のおじさんおばさん方は、そもそもフォル

ダという言葉が分からない。だから、そこでギ

ブアップしてしまうのです。 

 「現在の携帯電話は更に進化する」という、

この話は今申しました。 
 先ほどから、インターネットは携帯環境を

embrace することによって、飛躍的に拡大す

る。携帯はインターネットだと申しましたが、

これが日本最大の SMS である mixi さんの

ページビューの推移です。上のオレンジが携帯

からのアクセス、下のブルーがパソコンからの

アクセスです。2007 年の夏に逆転以来、携帯

からのアクセスの増加はとどまるところを知

りません。パソコンからのアクセスは、逆にど

んどん減っているのです。学生さん達は、明ら

かにパソコン離れをし始めています。大概のこ

とは携帯でできるということで、携帯アクセス

だけというのは、これはこれで大きな問題なの

ですが、この動きは今後もとどまるところを知

らないのではないでしょうか？ 

 iPhone の場合はメモリが最低でも 8 ギガ、

最高で 32 ギガ入っていますから、一生撮り切

れないぐらいの写真を入れても大丈夫なので

す。時々要らないものを消すだけで、それまで

に撮ったものは全部、いつでもさっと快適に見

られる。 
 将来のことを見ますと、今までは、インター

ネットはパソコンで楽しむもので、そこにはそ
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このコミュニティがある。それから、家電には

家電、ゲームにはゲーム、テレビにはテレビと

いう世界がある。そして、携帯のデータアプリ

というものは、数は増えたけれども、まだそこ

でのサービスはぽつぽつだったというのが、今

の世界でしょう。 
 しかし、今後は、端末がどういうものであれ、

その通信が無線であれ、有線であれ、サービス

とコンテンツは端末やネットワークの如何に

関わらず同じもので、シームレスに利用される

ことになるでしょう。画面が大きいときはこち

ら、画面が小さいときはこちらという、ある程

度の使い分けはするでしょうが、基本的には、

同じコンテンツがあらゆる機器をサポートす

ることになっていくでしょう。 
 携帯端末と家電との連携も今後はどんどん

促進されるでしょう。写真でもムービーでも、

せっかく大画面のテレビの前に座っているの

なら、小さな画面の携帯端末をまわし見するよ

りは、大画面のテレビに飛ばしてみんなで見た

方が面白い。 
 それから、携帯端末が先ずはテレビのリモコ

ンになることが必要です。何故それがいいかと

いうと、こうなると携帯端末自体が自分が今テ

レビで何を見ているかが分かっていますから、

ワンタッチで、テレビの画面で興味があったも

のについて、ネットで詳細な情報を取ったりす

ることが出来るからです。つまり、テレビとイ

ンターネットのドッキングができる。テレビの

最大の問題は一方方向であるということです

が、テレビ自体を双方向化するなどということ

は、10 年たっても無理でしょう。これからは

携帯端末をテレビのアップリンク用のコンパ

ニオンだということにすれば、この問題は一気

に解決できます。今後はテレビというものは双

方向性があるものだと考えて、すべての番組を

企画することができる。そのような大きな変化

が起こってくると思います。 
 ビジネスモデルのことは、われわれの商売の

ことですから、われわれの業界で話す時には、

ここが一番みんなが興味を持つところなので

すが、今回は省かせていただきます。 
 先程、携帯通信は、ネットワーク、端末機、

サービスの三位一体のサービスだと申し上げ

ましたが、その中でも携帯端末を選んでもらう

のが一番重要で、これがすべての出発点だと申

しました。そしてユーザーが端末を選ぶには常

に三つのファクターがあり、これは常に変わり

ません。一つは機能、一つは値段、一つは

Look&Feel というか「見てくれ」です。人間

の購買意欲というのは、この三つのファクター

で決まります。機能の基本は電話、メールと、

ブラウザですがこれは当たり前の話で、あとは、

どんな上等なカメラが入っているかとか、位置

認識機能があるかとか、お財布機能があるかと

か、3D のゲームをサポートできるかとか、い

ろいろな方向に分かれていきます。 
 本当に電話だけでいい人なら原価でいくと

5000 円ぐらいですむわけですが、今後は相当

な上位機種でも、そんなにべらぼうな金額には

ならないと思います。それを 24 カ月間月賦で

払ってもらうわけですから、ユーザーの毎月の

負担はそんなに大きくはなりません。だから、

日本のような国では、今後は、殆んどの皆さん

がハイエンドのオープン OS の機器、iPhone
のような機器を使っていただける時代になる

と思います。 
 では、オープン OS の採用によって、将来の

携帯端末は小型の PC のようになるのですか

とよくきかれますが、私はそうは思いません。

PC の文化は、決していいものだとは私は思っ

ておりません。PC の文化は、もともと、皆さ

んが「大型コンピューターを持てるのですよ」

という発想から来ているので、性能と

versatility（多機能）の競争でした。ところが、

大体のユーザーは、恐らく今のパソコンの

1000 分の 1 の能力も使っていないです。その

割にはいろいろ難しいことをやっているので、

ブーティングに時間がかかったり、フリーズし

たりといったトラブルが多発します。使い方も

一般の人にいは難しすぎます。 
 ところが、携帯端末は全く違う文化のところ

から出て来ました。携帯端末というものは、も

ともとが無線通信端末でもあり、しかもサイズ

と電池を重視してきましたから、生まれながら

にしてシンクライアントになっています。一方、
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時代はクラウドの時代に、シンクライアントの

時代になってきていますから、これは追い風で

す。Always On で、いつでも立ち上がってい

るところも強味です。 
 それから、重要なのは学習機能です。携帯端

末というものは完全に個人のマシンですから、

ID をいちいち入力する必要もありません。個

人のユーザーがどういうパターンでいろいろ

な情報にアクセスしているかを、自己学習して

いきますから、どんどんユーザーの使い勝手が

いいように進化していきます。ユーザーにすれ

ば自分の秘書を雇っているようなものでだん

だん自分の性格を分かってくれて、ツーと言え

ばカーと反応してくれるので気持ちがいいで

しょうね。パソコンにも自己学習機能はありま

すけれども、何といってもあれは、一つの機械

が置いてあって、それをいろいろな人が自分の

ID を入れて使うことが建前になっていますか

ら、そういう思想は欠落しているように思いま

す。 
 時間がだんだんなくなっておりますが、重要

なことなので、この資料については、ちょっと

説明をさせていただきます。皆さんは、日本で

は 3.9 世代と呼ばれている LTE といった新し

いシステムは、すぐにでも明日から使われるよ

うになると思っておられるかもしれませんが、

実際にはそういうわけではないのです。この表

は世界最大の無線通信機器メーカーであるエ

リクソンが社内での戦略検討の為に作った資

料を了解を頂いてたまたま持ってきたもので

すが、これが実際の姿なのです。 
 この表には 2014年までの見通しが書かれて

いますが、これで見ますと、やはりこれから何

年たっても、欧州でのいわゆる第 2 世代（青い

部分）は、そう簡単になくならないのです。こ

れまで着々としてつくってきた設備を全部お

しゃかにして、新しい設備に入れかえるほどの

金持ちは、日本の一部の会社にしかありません。

世界の大概の通信事業者は、できるだけ今のも

のを使い回しながら、だんだん良くしていこう

ということをやっています。 
 一番下のグリーンが、日本で言うと au さん

の使っている米国育ちのシステムです。上の赤

がドコモさんやソフトバンクがやっている

WCDMA という 3G のシステムで、今後はこ

れが世界の主流になるのは間違いないのです

が、それでも 2G を越えるのはなかなかです。

今盛んに言われている LTE はオレンジで表示

されていますが、2014 年になってもまだ微々

たるものです。大体そんなものなのです。一時

WiMAX、WiMAX と言って騒ぎましたが、緑

の上に若干黄色い線がありますが、この程度な

のです。携帯電話機は、現在でも世界で 40 億

台、将来は 70 億台にもなるだろうと言われて

いますが、その内訳はどうなるかというとこれ

が実態です。だから、端末を作る人も、サービ

スを作る人も、ここを間違えると、えらいこと

になります。 
 ところが、日本には、これが実態だというこ

とを知っている人は、ほとんどいません。それ

もガラパゴス化の一因かもしれません。新聞も

いけないのです。何事につけセンセーショナル

に、明日にも、3.9G や 4G が世界中で使われ

るようになるかのように書きますが、実際には

そうはいきません。日本が一番進んでいるとい

うのは勿論よいことですが、ボリュームがわず

かではどうしようもないです。 
 話が最後になりましたが、これは極めて重要

なことなので、一言だけ言わせてください。こ

れから携帯端末がどんどんパソコンのように

なってくると、通信量もどんどん増えますよね。

それはどのぐらいのレベルで増えるかという

と、例えば、iPhone の場合ですと、普通の携

帯端末の軽く 7-8 倍にはなります。今後とも

ずっとこの傾向が続き、今後ますます動画など

が増えてくると、ネットワーク全体に対する負

荷は現在の 40～50倍ぐらいにはなるだろうと

我々は考えています。現実に、線につながった

パソコンでのインターネットのトラフィック

量は、現在携帯端末が出現しているトラフィッ

ク量の大体 100 倍近いですから、これをその

まま携帯通信のネットワークで処理すること

などはもともと不可能です。それは、第 4 世代

であろうと、第 5 世代であろうと、不可能で

しょう。携帯通信のネットワークで処理出来る

トラフィックは、もともと光ファイバーなどに
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比べると、はるかに小さなものです。しかも全

体のリソースを同じセルの中にいる多くの人

達が分け合っていかなければいけない。ですか

ら、10 倍や 20 倍のトラフィックはカバーでき

るでしょうけれども、それ以上は無理です。 

（司会） 松本先生、どうもありがとうござい

ました。それでは、1 分ほど時間がございます

ので、1 問だけ、もしご質問があれば。はい。 
 
（Q） 同志社大学の金田と申します。極めて

面白いお話をありがとうございました。みんな

に希望を持たせるような話の後で、ちょっとし

にくいのですが、1 点だけ質問させていただき

たいと思います。 

 それでは、解決策は何かといえば、そのキー

は WiFi です。WiFi というものは、とどのつ

まりは、有線システムなのです。そこまで光

ファイバーか何かの線が来ていて、最後の

20m ぐらいを無線でとばすだけです。これだ

とスピードはほとんど問題ないぐらい出るし、

ほぼ問題なく必要なトラフィック量を処理で

きます。だから、家で iPhone などで映像など

を見るには、普通のモバイルの無線を使うよう

なもったいないことはないです。モバイルの通

信が偉いのは、「いつでもどこでもどんな環境

下にいても、車の中でも電車の中にいてもつな

がりますよ」ということであって、自分の家で

使うのならちっとも偉くありません。 

 われわれはほとんどの場合、いわゆる情報シ

ステムのエンジニアを育てている立場にある

と思うのですが、1 点危惧がありまして、中国

を考えると、中国の大卒のエンジニアは、今相

場が幾らか分かりませんが、恐らく数千元ぐら

いの月給で雇えるのではないか。要するに、7
～8 万円の月給で雇える。そうすると、単純に

考えると、中国人と同じことしかできないエン

ジニアであれば、日本の企業経営者から見たと

きに、そういう人たちを雇い続ける必要性も必

然性もないということがあるのではないかと

いう危惧を持っているのです。逆に言うと、日

本の大学の教員は、どういう人材を育成するべ

きとお考えでしょうか。 

 スピードは速ければ速いほどいいけれども、

とにかくつながってほしいとなれば、スピード

はある程度あきらめてもらうしかありません。

そもそも、携帯端末を使う場合でも大量のデー

タを扱うのは、大体家で、しかも夜なのです。

最近は、大抵の家には ADSL や光が来ている

のですし、WiFi のアクセスポイントは数千円

で、われわれは、場合によると、ただで差し上

げてもいいというぐらいに思っているのです

から、家では ADSL や光と WiFi の組み合わせ

を使って頂き3Gのネットワークは使わないで

欲しいというのが我々の希望です。この様にし

て、いろいろな通信ネットワークの組み合わせ

によって通信のコストを下げ、値段を心配しな

いでパソコン並みに使ってもらえるようにす

るというのが、これからの携帯通信の在り方で

はないかと思います。 

 
（松本） 非常にいい質問で、ありがとうござ

いました。中国人のエンジニアの場合は、値段

が安いのみならず、もっと大きな強みがあるの

です。華為（Huawei）という会社があります。

今、いわゆる通信のシステムを作っている会社

としては、一位がスウェーデンのエリクソン、

二位が中国の華為、それからアメリカのルーセ

ント・ベル研と、フランスのアルカテルが一緒

になった会社、ドイツとフィンランドが組んだ

会社と続くわけで、残念ながら NEC も富士通

も上位には出ていないのですが、この華為が、

ソフトウエアのエンジニアを採用するときに

は、「定年は 35 歳」と言っているのです。そ

れでも、みんなその条件を呑んで入社してきま

す。私はある若いエンジニアに「35 歳以上に

なったらどうするの」ときいてみたのですが、

「そんなもの、何とかなる」と平然としていま

した。世界一流の華為で 35 歳まで一生懸命や

れば、人脈もできるし、能力も上がるから、そ

 時間になってしまいました。駆け足でしたが、

今申し上げましたことが大体、今起こっている

こと、これから携帯端末あるいは携帯のネット

ワークについて起こるであろうことだと思い

ますので、私の話はここまでにします。ありが

とうございました。 
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の後は自分でやるという根性を持っているの

ですね。 
 35 歳を超えたら、日本だったら給料は高く

なるのに、能力は落ちてくるのですから大変で

す。今、日本のメーカーさんは、年のいったソ

フトウエアのエンジニアを抱えていることが、

大きなハンディキャップになっているのでは

ないでしょうか？。 
 それから、学生の数も多いのですね。華為ほ

どではないですが、華為にもあまり負けない規

模の ZTE という会社があるのですが今年は、

1500 人技術の院卒を採ったと言っていました。

ハードウェアの製造だけをやる会社ですと、

Foxcom という有名な台湾の会社があるので

すが、ここはこれまでに 100 万人ぐらい中国

で技術屋さんを採用しました。アップルも任天

堂も、モトローラーも Nokia も、ハードウェ

アは全部その会社で作っています。ですから、

今先生がおっしゃったように、エンジニアのコ

ストが重要になる分野ではもう絶対に中国に

は勝てません。ゲーム・イズ・オーバーです。 
 では、日本はどうしたらいいかというと、企

画力とか、トータルのデザインとかで勝負する

しかありません。いずれにせよ、中国の会社に

ソフトやハードの作り込みをやってもらうこ

とが何れにせよ必要になりますから。そういう

ところをマネージできる人材を育てることが

必要です。 
 つまり、必要なのは上部構造のところをでき

るエンジニアです。今、日本での大きな問題は、

技術系と文化系を分けてしまうのです。あなた

は技術系、あなたは文化系と決めつけてしまう。

これが最大の問題です。欧米へ行ってください。

PhD ががんがん商売をやりますから。日本で

は文化系の人に特に問題があるようです。すぐ

に「それは技術の話ですから、私は分かりませ

ん」と投げてしまいます。これではいけないの

であって、もっと技術に関心をもってもらわな

ければなりません。通信技術の人もビジネスや

ファイナンスも含めて、もっと幅広い能力を持

つべきです。それから、中国語までやれとは言

いませんが、最小限、英語だけはできなければ

何も出来ません。 

 最近は、韓国や中国の人たちがしょっちゅう、

我々のところにも来てくれますが、完全に英語

を話します。中で話すときに韓国語や中国語で

やっていますが、我々に対しては全部英語です。

日本の会社より、その点は若干進んでいると思

います。 
 
（司会） どうもありがとうございました。 
 


